
地盤工学会関西支部 第 13 回若手セミナー 『私と地盤とのかかわり』 

開催報告 

公益社団法人 地盤工学会 関西支部 行事・広報グループ幹事 

1.はじめに 

地盤工学会関西支部では、次世代を担う若手の活性化、交流を目的として毎年若手セミナーを開催してお

ります。第 13 回若手セミナーでは CVV(Civil Veterans Volunteers)でご活躍されているベテラン技術者 2

名を講師としてお招きし、『私と地盤とのかかわり』を共通テーマとして“発注・設計”、“施工”に長年携わ

れてきた経験や事例についてご講演いただきました。その後、意見交換会として若手からの質問に対し、講

師の方々に答えていただく時間を設けました。   

なお、本セミナーはオンラインと対面のハイブリッドにより講習会を開催いたしました。 

 

2.若手セミナーの概要および状況 

日  時：令和 4 年 11 月 10 日(木) 14：30～17：00 

場  所：ドーンセミナー（大阪府立男女共同参画・青少年センター）大会議室 

+Zoom ミーティング（オンラインと対面のハイブリッド開催） 

参 加 者：24 名（対面参加者 9 名，オンライン参加者 13 名） ※欠席 2名 

講演内容： 

① 「土留め開削工事のトラブル」 

講師：清水 文夫 氏（清水建設株式会社） 

 

② 「伝えたい堤防の話」 

講師：今岡 亮司 氏（元 建設省） 

 

3.おわりに 

 今回の若手セミナーではお忙しい中多数参加申し込み頂き、誠にありがとうございました。昨年度に引き

続き対面およびオンラインでの開催となりましたが、大きなトラブルもなく無事、実施することができまし

た。今後も若手の交流の場として引き続きご参加いただけたら幸いです。 

 最後に講師の方々におきましても、ご多忙の中引き受けていただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開催状況 

〈対面会場〉 
〈オンライン〉 



◆第 13 回若手セミナー『私と地盤とのかかわり』 

Q1.会員・非会員について(回答数10 人)      Q2.参加者の所属について(回答数10 人) 

 

 

 

 

 

 

Q3.若手セミナーの満足度について(回答数 10 人)  Q4.若手セミナーの内容について(回答数 10 人) 

 

 

 

 

 

 

Q5.若手セミナーの企画をどこで知ったか(回答数 10 人) 

 

 

 

 

 

Q6.今後、若手セミナーで取り上げて欲しい内容 

・今回の様に、これまでに多くを経験されてきた方のお話をお聞きしたい。教科書的な話ではなく実際

にぶち当たった困難・問題等をお聞きしたい。そのような意味からは、今回の内容は素晴らしく感じ

た。 

・開削掘削時における土留の変位等による事故事例などがあれば若手職員の教育に役立つと考えられ

る。 

・地盤条件における地下水位を設定した事例など、現場条件で変わる事象の事例集を取り上げてほしい。 

Q7.今後、地盤工学会関西支部で開催して欲しい企画 

・昨年度実施されていた「ICT 活用技術マンスリー講習会」のようなものを定期的に開催していただき

たい。 

Q8.若手セミナー全体を通じての感想や意見 

・本日の講演は２件とも大変興味深く、勉強になりました。 

・私は若手ではないが、この業界（地盤関係）にタッチすることになったことから、これに参加しまし

た。できれば、「若手セミナー」ではなく、ほかの名前にしていただきたい。その方が多くの方の興

味をひくものと考えます。例えば、「実務経験者が語る講習会」とか。 

・説明が分かりやすく良かったと感じております。 

・初心者でも分かりやすいように，基礎の知識から説明されていて聞きやすかった。 

・普段あまり聞かないような内容だったので新鮮味がありよかった。また機会があれば違った内容の講

習会に参加したいと思う。 


